
令和 7年度 第１回小諸市高齢者福祉事業及び介護保険事業等運営協議会次第 

 

                          日 時：令和７年８月６日 

                            午後７時～８時 

場 所：小諸市役所第１・２会議室 

 

参加者：清水副会長、冨岡委員、小池委員、依田委員、塩川委員、井出委員、湯本委員 

    中山委員、栗林委員、田澤委員（順不同、敬称略） 

                               

                                           

１ 開 会     

                          

２ 委嘱式 

 

３ あいさつ 

 

４ 自己紹介 

 

５ 小諸市高齢者福祉事業及び介護保険事業等運営協議会委員の役割について（事務局） 

                                  

６ 協議事項 

 （1）令和６年度実績報告（事務局） 

 小諸市の高齢者の状況は、この５年間、総人口は年々減少しているが、65歳以上の人口は 

総じて増加傾向。令和６年度末の高齢者率は33.38%。 

 要介護（要支援）の認定者数は合計で1,932人。令和5年度からは57人の増加。 

 介護保険事業特別会計の決算状況は、歳入総額が4,234,586,930円、歳出総額が 

4,122,911,789円、差引が111,675,141円で、うち56,000,000円は、介護保険 

支払準備基金へ決算積立し、残りの55,675,141円が翌年度への繰越額となる。 

  

【質疑なし】 

 

（2）令和６年度小諸市地域包括支援センター事業実績報告及び事業評価（事務局） 

 高齢者人口増に併せ、身近な相談窓口としての周知も広がり、相談件数は年々増加して 

いる。 

 介護支援専門員等に対し必要に応じマネジメント支援を実施。また介護支援専門員連絡 

会の事務局となり、研修会や小諸市在宅サービス調整会議で事例検討を実施した。 

 通所型サービスC事業について全員が運動機能を向上させた。 

 認知症地域支援推進員を配置し、小諸市版チームオレンジを行政と共に企画し、複数の 

モデルケースを対象にチーム形成を検討・実施した。 

 介護給付実績は、昨年度より13％増となっており、給付実績の増加に伴い、新規ケース 

の割合も微増している。 

 地域包括支援センター事業評価は、市、包括支援センターとも全国平均を上回っている。 

【質疑なし】 

 



（3）介護保険事業の指定実施状況について（事務局） 

    

 新規2事業所が指定となる（居宅介護支援事業所 タブノキ、エソラ） 

 第9期介護保険事業計画期間中における介護サービス事業所等の増減はなし。 

 介護医療院は計画が中止。 

 県指定の新規事業所として、小松内科消化器内科訪問看護ステーションが指定となった。 

 

【質疑なし】 

 

（4）居宅介護支援事業者による介護予防支援の指定について（事務局） 

 居宅支援事業所 エソラ 令和 7年8月 1日からの指定としたい。 

 

  【質疑・異議なし】 

 

 

（5）要介護者の家族・親族等の離職者調査について（事務局） 

 介護離職者を減らすため介護支援専門員等に調査を行い今後の対応の検討を行うため、 

今年度調査を実施する。  

    

【質疑なし】 

 

（6）マッチングサイトを活用した介護人材確保策の状況について（事務局） 

 令和6年10月～令和7年6月に実施 

 1法人（4事業所）が参加 登録者数88件 マッチング件数 38件 

 無償トライアルは終了しが、マッチングサイトの利用料を6か月補助する事象を実施 

（小諸市介護人材確保推進事業補助金） 

 

【質疑なし】 

 

（7）その他 

①終活支援について（事務局） 

 日時：10月5日（日）10時～13時 場所：市民交流センター 

 介護保健あれこれ相談会を実施 

 

【質疑なし】 

 

②次期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に向けた実態調査の実施について（事務局） 

 次期計画に伴い今年度実態調査を実施していく 

    

【質疑なし】  

 

 

 

 



③地域密着型特定施設入居者生活介護の指定の協議について（事務局） 

 今期計画では予定がなかった、定員のうち10名分を地域密着型特定施設入居者 

生活介護の指定により介護付き有料老人ホームとしたい。 

    

【異議・質疑なし】 

 

 

７ その他                              

（1）小諸市社会福祉協議会による高齢者終身サポート事業について（社協事務局） 

 身寄りがない方が地域で安心して生活が送れるように、9月の理事会を経て、10月 

スタートを目指し社協で現在準備中。 

 内容としては、日常生活支援や死後事務など。 

 補助等がないため有料サービスとなる。 

 パンフレット等を用意し周知をしていきたい。 

    

委員：利用者負担は発生するのか。 

  →社協事務局長：料金も現在検討中。 

   

委員：積立てができるなど、いきなり高額なお金がかからないシステムにしていただけると 

助かる。 

  事務局：市としても身寄りのない方については、対応を始めている。市としても包括と連携

し、地域の資源を紹介していきたい。 

 

 

８ 閉 会                               

 


